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本書は1978年に刊行され，表記のほか三名が加わって執筆された。 201ページよ
り成る中に多数の図を含んでおり， 停車Ijが明瞭で、当然のことながら小皐管の変化
までよく描出されている。涯、尿器科領域にお診るレントゲ、ン図語として名書で
あるEmmettの ClinicalUrographyや最近出版された詰本の技密の粋をつくし
たような書と比較したが，本書が優秀であることがわかった。勿論その前にこれ
だけ多くの症例のレントゲンフィルムを集め， 分類し， 更に説明をつけられたこ
とについて敬意を表さねばならないだろう。
本書の特徴は密譜の解説のみでなく， 必要に応乙た解剖や発生の説明， 病理お
よび病変の系統的分類にあろう。 アメリカの単行本がともすれば記載とその説明
に重点がおかれているのに比ベ， 先輩よ聖教えられたドイツ医学誌分類と系統危
が特教のように感じているが，本書はまさしくそれをよくあらわしている。試み
に嚢麹性腎疾患を開いてみよう。 まずこの群に属する疾患の分類と解説であり，
それにもとづいてレントゲンが並んでいる。 この群にはきわめて稀有な疾患も含
まれてお担， 私共も経験したことがないがこの博識の著者らもレントグンを図示
出来なかったものも記されていた。
内容は次の十章から成る。 
1. Das normale Nierenangiogramm 
2. Entwicklungsgeschichte der Nieren 
3. Missbildungen und Variationen 
4. Gefasserkrankungen der Niere 
5. Parenchymerkrankungen der Niere 
6. Zystische Nierenerkrankungen 
7. lIydronephrose 
8. Nierentumoren 

立 Angiographiebei Nierentrauma 

10. Die Angiographie des Nierentransplantates 
次にいくつかの章をみてみよう。 5の腎実質疾患は36ページに及び， 腎麗療に
次ぐ量であろう。従来アンギオグラフィー上の特設に乏しいとされていた黄色肉
芽腫性腎孟腎炎は， ここではいくつもの所見が記されている。動諒相では1.血
管径の減少， 2.葉需動探の弧状走行， 3. 麓療にみるような血管増生， 4.被
摸血管や接尿管血管の肥厚， 更に腎実質棺の変化が次に書かれている。 このよう
な詳細な観察はおそらく従来述べちれなかったものであり， 教えられるところ大
であった。
腎撞壌はアンギオグラフィーによる診断がもっとも重視されるものであろう。
当然のことながら46ページという量をさいて説明される。 腎結抱惑の特徴が10ば
かPあげられ， おのおのについて分析と解説がくわしく述べてある。 まさにレン
トグン診断学の極意であろう。泌呆器科の専門窓を志ざすもの辻是非とも熟読し，
実際に撮影されたレントグンフィルムと比較したとき， 和するところ大であろう
と考える。
最後に、注文を述べさせていただく。本書が図譜であるので， これは欲張ったこ
とであろうがアンギオグラフィーからみる機能面にも触れてもらいたかった。 7K
腎症について腎を保存したときの司復の可龍，t生はアンギオグラフィーがよい指針
を与えると患われるがどうだろうか。 そのためこの図譜を利用した泌尿器科学の
完成を望みたいものである。(島崎淳)
(千葉涯学 55，62，1979) 
